
  

 

 

令和２年度  第１回 

北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議 

介護保険に関する会議 
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資料１ 

（第 1 回 介護保険に関する会議 R2.7.3 ）   



北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議開催要綱 

 
（目的） 

第１条 北九州市いきいき長寿プランの推進及び次期北九州市いきいき長寿プランの策定・推進に

あたり有識者や市民で構成する「北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議（以下「推進会

議」という。）」を開催し、構成員相互の意見や情報の交換を通して幅広く意見を聞き、高齢者の

支援と介護の質の向上を図る。 

 
（所掌事務） 

第２条 推進会議は、第１条に定める目的を達成するため、次の各号に掲げる事項について意見交

換し、助言を行う。 

(1) 高齢者の活躍推進、社会貢献・地域活動に関すること 

(2) 介護予防・生活支援に関すること 

(3) 認知症対策に関すること 

(4) 権利擁護に関すること 

(5) 地域包括支援センター運営協議会（地域包括支援センターの設置・運営等）に関すること 

(6) 在宅生活の支援に関すること 

(7) 介護保険に関すること 

(8) 地域密着型サービス運営委員会（地域密着型サービスの運営等）に関すること 

(9) 在宅医療と介護の連携推進に関すること 

(10) 在宅医療提供体制に関すること  

(11) その他市民や事業者の参画など高齢者施策の推進に関する必要事項について意見交換し、

助言を行う必要があると認められるもの 

 
（構成員） 

第３条 構成員は、次の各号に掲げるもののうちから、保健福祉局長が選任する。 

(1) 介護サービス及び介護予防サービスの利用者又は被保険者 

(2) 介護サービス及び介護予防サービスに関連する事業者及び職能団体等 

(3) 地域における保健・医療・福祉関係者 

(4) 学識経験者 

(5) その他保健福祉局長が適当と認めた者 

 
（任期） 

第４条 構成員の任期は就任日より令和５年３月３１日までとする。 

２ 構成員が欠けた場合は、補欠の構成員を置くことができる。この補欠の構成員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

 
（座長及び副座長） 

第５条 推進会議に座長及び副座長１人を置く。 

２ 座長、副座長は、保健福祉局長が選任する。 

３ 座長は、推進会議を代表し、会務を総理する。 

４ 座長に事故があるとき、又は座長が欠けたときは、副座長がその職務を代理する。 

 

 

 



（会議） 

第６条 保健福祉局長は、第２条に定める事項に関する意見や情報を聴取し助言を得るため、当該

事項ごとに構成員を招集し、構成員の意見を踏まえ会議を開催し運営する。 

２ 保健福祉局長は会議の運営に必要と認めるときは、構成員以外の者に会議への参加を求めるこ

とができる。 

３ 推進会議は、第１項に基づき招集された会議において、第２条に掲げる事項ごとに意見交換し、

助言を行う。 

４ 第２項により会議に参加する者は、第３項に定める意見交換および助言に参画する。 

５ 第１項に定める会議は、原則公開とする。ただし、次に掲げる場合は、当該会議の決定により

非公開とする。 

(1) 不開示情報（北九州市情報公開条例（平成１３年北九州市条例第４２号）第７条）に該当

する事項について、意見交換等を行う場合 

(2) その他非公開とすることに相当する理由がある場合 

 

（会議録等の公開） 

第７条 公開の会議については、その会議録を作成し、次の事項を記載するものとする。 

(1) 会議名 

(2) 議題 

(3) 開催日時 

(4) 開催場所 

(5) 出席した者の氏名 

(6) 議事の概要 

(7) 会議経過（発言の内容） 

(8) その他必要な事項 

(9) 問い合わせ先 

 

２ 非公開の会議については、前項に準じてその会議要旨を作成する。ただし、会議要旨には非公

開の理由を記載するものとする。なお、前項第５号の出席した者の氏名については、出席した者

の人数、前項第７号の会議経過については、発言の概要にかえることができるものとする。 

 

（推進会議の庶務） 

第８条 推進会議及び第６条に基づき招集される会議の庶務は、保健福祉局において処理する。 

 

 （その他） 

第９条 ここに定めるもののほか、推進会議に関し必要な事項は別に定める。 

 

付 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 
 



北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議の運営について 

 

（要綱第６条関係） 

第１条 要綱第６条に基づく会議は、別表の区分により行う。 

２ 前項に定める会議は、別表の区分ごとに、各会議の構成員の互選により選任された

代表と副代表を置く。但し、別表の区分５の代表は要綱第５条に定める座長が、副代

表は要綱第５条に定める副座長が務める。 

３ 第１項に定める会議は、要綱第１条に定める「北九州市高齢者支援と介護の質の向

上推進会議」の開催期間において継続開催を認める。 

４ 前項に基づき要綱第１条に定める会議を継続開催する場合、その構成員についても

継続召集できる。この場合、第２項により選任された代表及び副代表も継続して務め

る。 

５ 要綱第６条第２項により参加を求められた者は、別表に定める区分および意見聴取

等を行う項目に従い、該当する会議に参画する。 

（要綱第８条関係） 

第２条 要綱第８条に定める庶務は、保健福祉局地域福祉部長寿社会対策課、同認知症

支援・介護予防センター、同地域福祉推進課、及び同介護保険課において処理する。 

 

 

別表 

区分 意見聴取等を行う項目 庶務担当 

１ 認知症支

援・介護予

防・活躍推

進に関する

会議 

要綱第２条第１項、第２項、第３項および第１１項に関する

こと 

【具体的項目】 

(1) 高齢者の活躍推進に関すること 

(2) 高齢者による社会貢献・地域活動の支援に関するこ

と 

(3) 介護予防事業等の推進に関すること 

(4)  介護予防・生活支援サービス事業に関すること 

(5)  一般介護予防事業に関すること 

(6) 総合的な認知症対策の推進に関すること 

(7) その他、当会議で処理する必要があると認められる

もの 

 

 

 

 

認知症支

援・介護

予防セン

ター 

２ 地域包括

支援に関す

る会議 

要綱第２条第４項、第５項、第６項、第９項、第１０項およ

び第１１項に関すること 

【具体的項目】 

(1) 地域包括支援センター運営協議会に関すること 

(2) 介護保険以外の在宅支援に関すること（他の会議に

属することを除く） 

(3) 介護予防・生活支援サービス事業に関すること 

(4) 高齢者の虐待防止や権利擁護の推進に関すること 

(5) 高齢者介護にかかる苦情・相談に関すること（他の

会議に属することを除く） 

(6) 在宅医療・介護連携推進事業の運営に関すること 

(7) 在宅医療提供体制に関すること 

(8) その他、当会議で処理する必要があると認められる

もの 

 

 

 

 

 

地域福祉

推進課 



 

３ 介護

保険に

関する

会議 

要綱第２条第６項、第７項および第１１項に関すること 

【具体的項目】 

(1) 介護保険事業計画に関すること 

(2) 地域密着型サービス運営委員会に関すること（他の会議

に属することを除く） 

(3) 介護サービスの質の確保に関すること 

(4) 高齢者の住まいに関すること 

(5) その他、当会議で処理する必要があると認められるもの 

 

 

 

介護保険

課 

４ 地域

密着型

サービ

スに関

する会

議 

要綱第２条第８項および第１１項に関すること 

【具体的項目】 

(1) 地域密着型サービス運営委員会に関すること（地域密着

型サービスの指定・拒否に関すること） 

(2) 介護保険にかかる施設整備に関すること 

(3) その他、当会議で処理する必要があると認められるもの 

 

 

介護保険

課 

５ １か

ら４に

係る調

整会議 

要綱第２条に関することで、１～４に掲げる会議間で調整が必要

な項目に関すること 

 

長寿社会

対策課 

 



 

「高齢者支援と介護の質の向上推進会議」の運営の見直しについて 

 

【見直しの経緯】 

 

  北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議（平成２９年度～令和２年

度）においては、北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議開催要綱第

２条に定める事項に関し、５つの「分野別会議」と分野別会議間で調整が必

要な事項を審議する「調整会議」により、構成員から意見や情報を聴取し、

助言を得てきた。 

  しかし、医療・介護の連携推進については、平成３０年８月に市内の医

療・介護関係団体等及び北九州市関係課による「北九州医療・介護連携プロ

ジェクト会議」を設置し、北九州市内の医療・介護等の関係機関が実施すべ

き取組やその普及・徹底方策の策定、それらの実施状況の進捗管理、効果検

証、見直しを行ってきた。加えて、複数の会議に参加していただいている構

成員の出席回数が増え、負担が大きくなるという状況でもあったため、分野

別会議の設置数について削減を行ったもの。 

  今後も、医療・介護の連携推進については、「北九州医療・介護連携プロ

ジェクト会議」で協議検討を行うこととし、必要に応じて、「地地域包括支

援に関する会議」に報告し、意見聴取等を行うこととする。 

 

 

【見直しの内容】 

 

 〇廃止する会議・・・「在宅医療・介護連携推進に関する会議」 

  

〇意見聴取等を行う項目の追加 

「地域包括支援に関する会議」の意見聴取等を行う項目に、 

・在宅医療・介護連携推進事業の運営に関すること 

・在宅医療提供体制に関すること  

を追加する。 





北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議（令和2年度～4年度）
　分野別会議　構成員名簿

認知症支援・介護予防・活躍推進に関する会議 18名

所　　　　属 氏名

西南女学院大学　教授（教務部長） 伊藤　直子

北九州市食生活改善推進員協議会　会長 小畑　由紀子

北九州市健康づくり推進員の会　会長 坂根　溥二

公益社団法人北九州市薬剤師会　理事 佐藤　千穂

一般社団法人北九州市歯科医師会　理事 重藤　弘之

一般社団法人北九州市老人クラブ連合会　副会長 髙橋　悦子

市民構成員（公募） 竹中　梨里子

認知症・草の根ネットワーク　理事 田代　久美枝

NPO法人日本健康運動指導士会福岡県支部　理事 田村　香代子

公益社団法人福岡県理学療法士会　理事 永野　忍

公益社団法人福岡県栄養士会　理事（北九州支部長） 中村　登代子

公益社団法人北九州市医師会　専務理事 長森　健

ＮＰＯ法人老いを支える北九州家族の会　副理事長 野村　尚子

北九州市社会福祉協議会周望学舎　事務課長 原　智美

公益社団法人福岡県作業療法協会　理事 宮本　香織

生涯現役夢追塾　同窓会　コーディネーター 村岡　純

一般社団法人福岡県歯科衛生士会　北支部役員 力久　生子

公益社団法人北九州市シルバー人材センター事務局長 若林　義弘



北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議（令和2年度～4年度）
　分野別会議　構成員名簿

地域包括支援に関する会議 14名

所　　　　属 氏名

公益社団法人北九州市医師会　副会長 安藤　文彦

公益社団法人福岡県介護福祉士会　理事（北九州支部長） 伊藤　千里

公益社団法人福岡県社会福祉士会北九州ブロック幹事長 今村　浩司

九州栄養福祉大学 リハビリテーション学部　作業療法学科　特任教授 大丸　幸

公益社団法人北九州市薬剤師会　理事 佐藤　千穂

一般社団法人北九州市歯科医師会　理事 重藤　弘之

一般社団法人日本ケアマネジメント学会　副理事長 白木　裕子

北九州市社会福祉協議会　地域福祉部長 杉本　真奈美

公益社団法人福岡県看護協会　地区長 高崎　玲子

福岡県司法書士会北九州支部　成年後見担当委員 田上　伸之

福岡教育大学教育学部　教授 中村　貴志

北九州市民生委員児童委員協議会　筆頭副会長 森野　惠子

福岡県弁護士会北九州部会 油布　剛

公益社団法人北九州高齢者福祉事業協会　理事 和田　恵子



北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議（令和2年度～4年度）
　分野別会議　構成員名簿

介護保険に関する会議 1２名

所　　　　属 氏名

小倉介護サービス事業者連絡会　居宅サービス部会長 井上　崇

特定非営利活動法人福岡県高齢者グループホーム協議会　副理事長 黒木　みよ子

公益社団法人北九州市医師会　理事 権頭　聖

北九州ブロック介護老人保健施設協会　理事 下河邉　勝世

公益社団法人　福岡県介護支援専門員協会　常任理事 坪根　雅子

福岡県弁護士会北九州部会　高齢者・障害者委員会 中野　昌治

ＮＰＯ法人老いを支える北九州家族の会　副理事長 野村　尚子

九州栄養福祉大学　リハビリテーション学部　教授 橋元　隆

市民構成員（公募） 前川　伸二

産業医科大学医学部　公衆衛生学教室　教授 松田　晋哉

高齢社会をよくする北九州女性の会　理事 丸林　和子

公益社団法人北九州高齢者福祉事業協会　会長 渡邉　正孝

地域密着型サービスに関する会議 5名

所　　　　属 氏名

福岡県弁護士会北九州部会　高齢者・障害者委員会 中野　昌治

福岡教育大学教育学部　教授 中村　貴志

ＮＰＯ法人老いを支える北九州家族の会　副理事長 野村　尚子

高齢社会をよくする北九州女性の会　理事 丸林　和子

北九州市民生委員児童委員協議会　筆頭副会長 森野　惠子


